
一

橋論叢 第 七 十 五 巻 第
一

号 ( 13 6)

名

誉

教

授

木

村

元

一

主

要

著

作

目

録

抄

昭
和
十
五

年
(

一

九
四

〇
年
)

書
評

大
畑
文
七

著
『

財
政
学
序
説
』

､

『

一

橋
論
叢
』

第
五

巻
第
六

号
､

六

月
号

｡

論
文

｢

日

本
経
済
政
策
学
会
の

成
立
+

､

『

一

橋
論
叢
』

第
六

巻
第

一

号
､

七

月
号

｡

｢

日

本
財
政
学
会
の

生

誕
+

､

『

一

橋
論
叢
』

第
六

巻
第
六

号
､

十
二

月

号
｡

昭
和
十
六

年
(

一

九
四

一

年
)

論
文

｢

財
政
社
会
学
の

発
展
+

『

一

橋
論
叢
』

第
八

巻
第
四

号
､

十
月
号

｡

昭
和
十
七

年
(

一

九
四
二

年
)

書
評

永
田

晴
着
『

財
政
学
の

展
開
』

『

一

橋
論
叢
』

第
九

巻
第
五

号
､

五

月
号

｡

論
文

｢

所

得
概
念
の

詩
仙
+

『

一

橋
論
叢
』

第
十

巻
第
二

号
､

八

月
号

｡

昭
和
十

八

年
(

一

九
四
三

年
)

書
評

松
野

賢
吾
著
『

租
税
転
嫁
論
』

『

一

橋
論
叢
』

第
十
二

巻
第
四

号
､

十
月
号

｡

論
文

｢

日

本
社
会
学
会
及
び

日

本
経
済
政
策
学
会
+

『

一

橋
論
叢
』

第
十

一

巻
第

一

号
､

一

月
号

｡

｢

カ

イ

ツ

ル

財
政
学
に

つ

い

て
+

上

田

貞
次
郎
記
念
論
文
集
Ⅱ

『

経
済
の

歴
史
と

理

論
』

(

社
会
主
義
工

業
社

､

昭

和
十
八

年
)

｡

｢

カ

メ

ラ

リ
ス

ム

ス

の

性
楷
+

『

財
政
』

十
一

月
号

｡

｢

カ

メ

ラ

リ

ス

ム

ス

の

本
質
に

関
す
る

詔

見
解
+

『

一

橋
論
叢
』

第
十
二

巻
第
六

号
､

十
二

月
号

｡

り

椰
･

▲
群
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( 1 3 7) 名誉 教 授 木 村元
一

主 要 著 作 目録 抄

一
【

昭
和
二

十

二

年
(

一

九

四
七

年
)

論

文

｢

財
政
と

統
制
経
済
+

『

一

橋
論
叢
』

第
十
七

巻
第

一

･

二

号
､

一

･

二

月
号

｡

｢

勤
労
所
得
税
を

め

ぐ
る

諸

問
題
+

『

税
』

第
五

巻
第
十

号
､

十
一

月
号

｡

｢

財
政
社
会
学
の

展
望
+

『

エ

コ

ノ
､

､

､

ス

ト
』

十
一

月
十
日

号
｡

昭
和
二

十
三

年
(

一

九

四

八

年
)

論
文

｢

税
制

改
革
の

意
味
+

『

税
務
会
計
』

第
一

巻
七

号
､

七
･

八

月

号
｡

昭
和
〓

十

四

年
(

一

九
四

九
年
)

著
書

『

財
政
学

-
そ

の

間
題
領
域
の

発
展
』

(

春
秋
社

､

昭

和
二

十
四

年
)

｡

『

ゾ
ン

バ

ル

ト

近

代
資
本
主
義
』

(

春
秋
社

､

昭

和
二

十
四

年
)

｡

論
文

｢

カ

メ

ラ
リ

ス

ム

成
立

期
の

『

財
政
』

+

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
二

巻
第
五

号
､

十
一

月
号

｡

昭

和
二

十

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

論
文

｢

ア

ダ
ム

･

ス
､

､

､

ス

の

財
政
論
+

高
島
善
哉
監
修
『

ア

ダ
ム

･

ス

､
､

､

ス

』

(

山
根
書
店

､

昭

和
二

十
五

年
)
｡

｢

ゾ
ム

バ

ル

ト

の

プ
ロ

レ

タ

リ

ア

社
会
主
義
+

『

自
由
国
民
』

五

月

号
｡

｢

学
会
の

動
き

-
日

本
財
政
学
会
+

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
三

巻
第
五

号
､

五

月

号
｡

｢

学
会
の

動
き

-
経
済
学
史
学
会
+

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
三

巻
第
六

号
､

六

月
号

｡

昭
和
二

十
六

年
(

一

九
五

一

年
)

著
書

『

財
政
学
総
論
』

(

新
紀
元

社
､

昭

和
二

十

六

年
)

｡

訳
書

『

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

租
税
国
家
の

危
機
』

(

加
水
書
房

､

昭

和
二

十
六

年
)
｡

｢

ス

ミ

ー

シ

ー

ズ

連
邦
予

算
と

財
政
攻

撃
エ

リ
ス

編
『

現
代
経
済
学
の

展
望
』

理

論
編
Ⅰ

第
一

章
(

都
留
重

人

監
修
)

(

岩
波
書
店

､

昭

和
二

十

六

年
)
｡

･
論
文

｢

ジ

ェ

ー

ム

ス

･

ス

テ
エ

ア

ー

ト

ト
そ

の

財
政
論
そ

の
一

+

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
五

巻
第
三

号
､

三

月

号
｡
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一 橋論叢 第 七 十五 巻 第
一

号 ( 1 3 8)

昭
和
二

十
七

年
(

一

九
五
二

年
)

書
評

ア

ン

ト

ン

･

タ
ウ

チ

ャ

ー

『

カ

メ

ラ
リ

ス

ム

と

国
家
経
済

論
』

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
七

巻
第
二

号
､

二

月
号

｡

論
文

:

C
O

n

賢
一

O

n
S

冒
U
i

r
e

c
{

T
p

㌍
t
ト

｡

ロ

｡
-

ゝ

実
包

訂

阜

誉

5
交
ゎ

邑
聖
賢

』

旨
計
S
さ

三
】

･
N

ロ
〇
･

N
､

A
勺

ユ

:
芝
N

･

｢

自
然
的
自
由

-
自
由
主
義
に

お

け

る

国
家
と

経

済
+

板
垣

興
一

編
『

国
家
と

経
済
』

(

河

出
書
房

､

昭

和
二

十
七

年
)

｡

昭
和
二

十
八

年
(

一

九
五
三

年
)

書
評

小

林

昇
著
『

重

商
主
義
の

経
済
理

論
』

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十
九

巻
第

一

号
､

一

月
号

｡

論
文

｢

学
会
の

動
き

-
日

本
財
政
学
会
第
九
回

総
会
+

『

一

橋
論
叢
』

第
二

十

九
巻
第

一

号
､

一

月
号

｡

｢

減
税
と

資
本
蓄
積
+

『

経

済
研
究
』

第
四

巻
第
二

号
､

一
四

月

号
｡

:

→
p

粥
P

亡
O

n

賀
払

C
P
-

息
巴

A
c
c

亡

ヨ
已
P

已
O

n

｡
､

ゝ

喜
§

訂

阜
叫

訂

き
､

Q

訂

邑
聖
賢
卜

告

乳
量
さ

召
-

･

ヰ

n

O

+
･

〇
c

t

O

訂
r

-

設
い

･

昭
和
二

十

九
年
(

一

九
五

四

年
)

論
文

｢

重

商
主
義
租
税
論
の

一

体

系

-
ジ

ェ

ー

ム

ズ

･

ス

テ
エ

ア

ー

ト

と

そ
の

財
政
論
そ

の

二
+

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
一

巻
第
四

号
､

四

月
号

｡

昭
和
三

十
一

年
(

一

九
五

六

年
)

論
文

｢

J
･

J
･

べ

γ

ヒ

ァ

一

に

つ

い

て
+

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
五

巻
第
二

号
､

二

月
号

｡

:

句
-

s

B
】

勺
○

〓
c

y

賀
d

H

邑
岳
t

ユ

邑
N

P

亡
｡

ロ

ぎ

〕

名
賀
､

-

賢
∞

-
-

00

買
.

-

ゝ

喜
已
h

阜

旨
恥

担

誉
訂

邑
e
巴

ゝ

昌
札
へ

S
¥

召
-

･

か

n

〇
･

N
･

A
p

邑

-

や

ぃ

P

｢

ア

メ

リ
カ

の

財
政
調
整
問
題
+

『

一

橋
論

叢
』

第
三

十
六

巻
第
二

号
､

八

月
号

｡

｢

財
政
規
模
と

租
税
負
担
+

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
六

巻
第
五

号
､

十
一

月
号

｡

｢

社
会
保
障
と

財
政
+

山
中
篤
太
郎
窮
『

社
会
保
障
の

経
済
理

論
』

(

東
洋
経
済
新
報
社

､

昭

和
三

十
一

年
)

｡

昭
和
三

十
二

年
(

一

九
五

七

年
)

血
け

.

1 3 ∂



( 1 3 9) 名誉教 授木村元
一

主 賓 著作 目録 抄

▲
町

′

訳
書

ゲ
ル

ハ

ル

ト
･

コ

ル

ム

『

財
政
と

景
気

政
策
』

(

大
川
政
三

､

佐
藤

博
と

共
訳
)

(

弘
文

堂
､

昭

和
三

十
二

年
)
｡

論
文

｢

財
政
規
模
論
+

近

代
財
政
講
座
Ⅰ

『

現
代
の

財
政
理

論
』

(

春
秋
社

､

昭

和
三

十
二

年
)
｡

昭
和
三

十

三

年
(

一

■
九
五

八

年
)

著
書

C
Q

達
札
軋

託
Q

8
h

し

甘
ヽ

b
軋

言
b
≠

り
声
べ

已
訂
達

聖
邑

Q
註
等

内
設
遭
,h
.

E
c

O

ロ
O

m
-

c

S
e

ユ
e

s

n
〇
.

-

N

(

T
F
e

S
c
-

e

ロ
C
e

C
O

亡

ロ
O
i
-

○
叫

l

P

p
p

戸
-

¢

h

由
)
.

論
文

=

A
ロ

亡
ロ
1
e

巴
-

N

2

払

吋
-

P

ロ
‖

T
F
2

く
已
仁

0
･

A
(

岩
①

d

T
p

粥

i

ロ

ー

ぢ
㌢
ロ
こ

､

ゝ
逮

喜
訂

阜

旨
b

屯
叫
】

豆
h

更

改

聖
賢

』

旨
計
月
て
､

く

○
-

.

00

ロ
〇
.

N
.

A
p

ユ
ー

一

芸
∽

一

｢

ス

テ
エ

ア

ー

ト

『

財
政
論
』

再
論

-
セ

ン

氏
の

『

ス

テ
エ

ア

ー

ト

経
済
学
』

に

寄
せ

て
+

『

一

橋
論
叢
』

第
三

十
九
巻
第
五

号
､

五

月
号

｡

昭

和
三

十
四

年
(

一

九
五

九
年
)

著
書

『

近

代
財
政
学
総
論
』

(

春
秋
社

､

昭

和
三

十

四

年
)
｡

論
文

｢

地

方
財
政
の

考
察
+

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
二

巻
第
五

号
､

十
一

月
号

｡

文
献
解
題

井
藤
半

痛
苦
『

租
税
原
則
学
説
の

構
造
と

生

成

-
租
税
政
策
原
理
』

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
二

巻
第
六

号
､

十
二

月

号
｡

昭

和
三

十

五

年
(

一

九
六

〇
年
)

編

著

『

財
政
』

日

本

経
済
の

分

析
十
(

春
秋
社

､

昭

和
三

十
五

年
)

｡

論
文

｢

官
僚
及
び

官
僚
組
織
+

経
済
主
体
性
講
座
第
五

巻
『

政
府
』

(

中
央
公
論
社

､

昭

和
三

十
五

年
)
｡

｢

C
･

フ

エ

ー

ル

を

め

ぐ
る

転
嫁
論
争
+

井
藤
半
滴
博
士
退
官
記
念
論
文

集
『

財
政
学
の

基
本
問
題
』

(

千

倉
書
房

､

昭

和
三

十
五

年
)

｡

｢

公
債
論
+

鈴
木
武
雄
編
『

財
政
政
策
入

門
』

(

日

本
評
論
新
社

､

昭

和
三

十
五

年
)
｡

昭
和
三

十

大

年
(

一

九
六

一

年
)

論
文

｢

租
税
転
嫁
論
の

新
し
い

動
き
+

【

口

本
租
税
研
究
会
『

税
制
改
革
の

基
本
方
針
』

昭
和
三

十

七

年
(

一

九
六
二

年
)
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一 橋論叢 第 七 十 五 巻 第
一

号 ( 1 4 0)

論
文

｢

花
戸
博
士
の

『

社
会
価
値
説
』

と

適
正

財
政

規
模
の

問
題
+

花
戸
寵
蔵
博
士

古
稀
記

念
論
文
集
『

財
政
学
の

課

題
』

(

千

倉
書

房
､

昭

和
三

十
七

年
)
｡

｢

国
家
と

経
費
の

限
界

-
コ

ー

リ

ン

･

ク

ラ

ー

ク

と
ベ

イ

タ
ー

の

所
説

-
+

『

一

橋
論
叢
』

第
四

十
七

巻
第
六

号
､

六

月
号

｡

昭
和
三

十
九

年
(

一

九
六

四

年
)

論
文

｢

ウ
ェ

ル

ナ
ー
･

ゾ
ム

バ

ル

ト
+

『

一

橋
論

叢
』

第
五

十
一

巻
第
四

号
､

四

月
号

｡

｢

A
･

シ

ェ

フ

レ

の

『

租
税
力
』

概
念
に

つ

い

て
+

『

経
済
学
研
究
年
報
』

第
八

巻
｡

｢

我
が

国
に

於
け
る

所
得
階
層
別
租
税
負
担
+

(

大
川
政
三

他
三

名
と

共
同
執
筆
)

日

本
産
業
構
造
研
究
所
『

調

査
四

季
報
』

ロ

〇
.

N

P

昭
和
四

十

年
(

一

九
六

五

年
)

論
文

｢

公

債
の

市
場
性
と

地

方
債
+

『

地

方
財
政
』

八

月
号

｡

｢

公

債
発
行
論
と

そ
の

問
題
状
況
+

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十

四

巻
第
五

号
､

十
一

月
号

｡

｢

我
が

国
に

お

け

る

所
得
階
層
別
租
税
負
担
の

実
証
研

究
+

日

本
租
税
研
究
協
会
『

租
税
財
政
論
集
』

一

｡

｢

所
得
階
層
別
租
税
負
担
に

つ

い

て
+

『

経
済
学
研
究
年
報
』

第
九

巻
｡

昭
和
四

十
一

年
(

一

九
六
六

年
)

論
文

｢

ア

ド
ル

フ
･

ワ

グ

ナ

ー

ー
そ

の

財
政
学
を

中
心

と

し
て
+

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
五

巻
第
四

号
､

四

月
号

｡

｢

地

方
財
政
の

安
定
化
に

つ

い

て
+

『

地

方

財
政
』

第
五

巻
第
十
二

号
､

十
二

月
号

｡

昭
和
四
十
二

年
(

一

九
六
七

年
)

論
文

｢

地

方
財
政
の

現
状
と

問
題
点
+

『

一

橋
論
叢
』

第
五

十
八

巻
第
五

号
､

十
一

月
号

｡

｢

財
政
の

硬
直
化
と

今
後
の

課
題
+

『

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト
』

十
一

月
十
四

日

号
､

の

ち

藤
田

晴
『

財
政
政
策
』

リ

ー

デ
ィ

ン

グ
ス

､

日

本
経
済
論
(

日

本

経
済
新
聞
社

､

昭

和
四

十

八

年
)

に

収

録
｡

ヱ4 0

血
叩
､



( 1 4 1) 名 誉教授木村元
一

主 要著作目 録 抄

J 4 J

⇔

昭
和
四

十
三

年
(

一

九
六

八

年
)

論
文

｢

明

年
度
地

方
税
改
正
の

意
味
+

『

地

方
税
』

第
十
九

巻
第
二

号
､

二

月
号

｡

｢

地

方
に

お

け

る
一

根
本
問
題

-
府
県
税
収
よ

り

み

た
る

地

域
格
差
の

動
向
+

藤
田

武
夫
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
『

戦
後
地

方
財
政
の

展
開
』

(

日

本
評
論
社

､

昭

和
四

十
三

年
)

｡

｢

租
税
特
別
措
置
と

地

方

税
+

『

地

方
税
』

第
十
九
巻
第
十
二

号
､

十
二

月

号
｡

昭
和
四

十
四

年
(

十
九
六

九

年
)

論
文

｢

『

豊
か

な
』

地

方

財
政
+

『

地

方
財
政
』

四

月
号

｡

昭
和
四

十
五

年
(

一

九
七

〇
年
)

編
著

『

ア

ジ

ア

開
発
の

メ

カ

ニ

ズ
ム

ー
財
政

･

金
融
』

(

ア

ジ

ア

経
済
研
究
所

､

昭

和
四

十
五

年
)

｡

｢

わ

が

国
所
得
階
層
別
租
税
負
担
率
の

測
定
+

(

大
川
政
三

､

石
弘
光
と

共
同
研
究
)

日

本
租
税
研
究
協

会
『

租
税
財
政
論
集
』

二
｡

昭
和
四

十
大

年
(

一

九
七

一

年
)

論
文

｢

独
立

税
主
義
の

再
検
討
+

『

地

方
税
』

第
二

十
二

巻
第
二

号
､

二

月
号

｡

｢

中
央
依
存
の

傾
向
と

そ
の

阻
止

策
+

『

地

方
税
』

第
二

十
二

巻
第
十

一

号
､

十
一

月
号

｡

昭
和
四
十

八

年
(

一

九
七

三

年
)

論
文

｢
『

土

地

税
制
』

の

在
り

方
+

『

地

方

財
政
』

第
十
二

巻
第
四

号
､

四

月
号

｡

昭
和
四

十
九

年
(

一

九
七

四

年
)

論
文

｢

地

方

財
政
計
画
の

問
題
点
+

『

地

方
財
政
』

第
十
三

巻
第
四

号
､

三

月
号

｡

｢

課
税
政
策
の

目
標
+

『

地

方

税
』

第
二

十
五

巻
第
十
二

号
､

十
二

月

号
｡




